
国際問題委員会に、先日、ダニエル・ピンク

氏を講師にお招きした。『ハイ・コンセプ

ト―「新しいこと」を考え出す人の時代』（三笠

書房 大前研一訳）の著者である。「第三の波」と

言われた情報化社会の後にくる新しい大きなう

ねり「第四の波」と、それに対処する生き方を

示す警鐘の書として、アメリカではビジネス部

門で第1位にランクされている。その本のメッ

セージのさわりを語ってもらったのだが、大変

刺激的で面白かった。

ピンク氏の話は、人間の脳、右脳と左脳から

始まった。一般に、左脳は論理的、分析的思考

が特徴で、右脳は直感的、感性的、統括的機能

を持つ。「情報化社会」と呼ばれる時代は、左脳

機能を重用した左脳主導思考社会だったが、こ

れからは右脳の動きを重要視した右脳主導思考

が「成功のカギ」を握ることになる。ピンク氏

はそう強調した。

その上で、これからのスーパー・ビジネスマ

ンに不可欠な「6つの感性」をあげる。「デザイ

ン」「物語」「調和」「共感」「遊びごころ」「生き

がい」。これまでの商品・サービスは、機能中心

だったが、これからは「デザイン」といった感

性が高い付加価値を生む。また、情報がタダ同

然で手に入る時代になりつつある現代、情報を

持っているだけでは無価値であり、その情報を

もとに相手を説得したり、新しい世界をイメー

ジさせる「物語」が語れる人がリーダーになる。

さらに、これまでは専門職とか何かに特化する

ことが重視されてきたが、これからは、物事の

全体像をとらえ、ばらばらなものをまとめる

「調和・統括力」、そして人を「共感」させる力

が重要であり、加えて、ただ真面目に仕事をす

るだけでは評価されず、「遊びごころ」「発想の

自由さ」が、キーとなる。最後に、お金のためだ

けでなく精神的な充足、「生きがい」を求める人

が、成功者となる。キーワードは「マルチ」。

個人だけでなく、企業でも、左脳型から右脳

型へ移行しないと、世界で生き残るのは難しい

だろう、ということだった。日本人は、民族的

に、どちらかと言えば「右脳型」だと、私は思っ

ているので、日本の未来は、そう悲観したもの

でもないかもしれない。
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